[平成14年7月6日記]　もう半分が過ぎました

　早いものです．９月末に帰る予定ですから，もう半分が過ぎたことになります．卒業を間近にひかえ何も出来ていない学生の気持ちと同じです．

[5]　食事のこと

　食事は基本的に八王子の食卓と変わりません．朝はみそ汁・鮭の塩焼き（蒸し焼き）・納豆・のり・ご飯です．あるいは，鮭の雑炊・少女子の佃煮・漬け物と言ったところで，朝は必ず一杯米を食べないと体が始動しません．

昼は大学の生協で各国の食事をとることが出来ます．昔は，カフェテリア形式のローストビーフやバイキング形式のサラダバーがあり，学生にしては贅沢だと思いました．今は，中国料理（パンダエキスプレス）・イタリア料理（ピザなど）・日本料理（うどん・そば・すしなど）・メキシコ料理（タコス・ブリストなど）・アメリカ料理（ハンバーガー）・ヨーロッパ料理（サンドイッチなど）など学生らしく，また留学生が増えたからか多彩です．それぞれ小さなコーナを構えていて，テラスフードコートと称して屋外にもテーブルがあり（UCLAterrace写真参照），思い思いの形で食事をとっています．昼食にはすべての国の料理に一度はトライした後，一時期メキシカンに凝りました．乾燥し暑いため食欲昂進にスパイシーなのが最適でしたが，今はさほどではありません．ハンバーガーもおいしいのがあります．街に出れば，マクドナルドやキングバーガーなどの大衆向きのもありますが，ここのは一応専門店でなかなか味はいいように思います．学生向きなので，なにしろボリュームがありすぎてどうしても敬遠してしまいます．コンボといって飲み物とセットになったのにはフライドポテトがいっぱい付いてきて閉口します．アパートの近くにも，味にうるさい中国人お勧めのIN-N-OUTというおいしいハンバーガー屋があります．しかし，ステーキにしても概してアメリカ料理にはおいしいのがありません．是非と勧められて食べても期待ほどではないことが多いように思います．彼らは大したものは食べていないし，第一味覚の感覚に乏しいように思います．そのため，味を覚えた人は中国・日本・韓国・タイなどアジア料理に傾倒しています．ウエストウッドにはこれらのレストランが多く，夕方はたいてい満員です．最近は昼食に自宅から，おにぎりと麦茶を持って来ることも多くなりました．

　夜は勿論ビール主体のおかずです．鍋もあり（と言ってもアルミか鉄の料理用鍋），野菜炒め・餃子・鮭のムニエル（焼き魚がいいのですが，煙検知器が動作しけたたましいベルがなってしまいます．各国料理には焼き物があるようで，他の部屋からもよく聞こえます），それに少し塩辛いのですが，太いビーフソーセージ（これが今回発見した唯一のアメリカらしい食材（Food写真参照）．これが２本で＄５です）がビールに合います．ラルフなど現地人用のスーパマーケットには豆腐や生の魚介類があります．中華料理用の食材は勿論手に入ります．トーランス・サンタモニカ・ソーテルなどの日本人が多く住むところにはミツワ（もとのヤオハン）というスーパマーケットがあり，納豆・厚揚げ・ウナギ・しゃぶしゃぶ用の肉・カイワレ・ネギトロなどなんでも揃います．そのため，日本食用の食材には不自由がありません．２３年前にはこのような店はなく，いろんな料理に挑戦しましたが，この年になると選択の範囲がどんどん狭くなっています．

以前と比べてメキシコ料理の食材やレストランが増えたように思います．前回「ＬＡのこと」に書くのを忘れていましたが，ここの人口比率はアングロサクソン系（白人）５０％，ヒスパニッシュ系（メキシカン）３０％，アフリカ系（黒人）１０％，その他アジア系１０％です．相当の勢いでメキシコ人が増えています．日本では今「サルサ」というタレ（サルサというのは音楽や踊りだけと思っていました）がはやっていると聞きました．サルサはメキシコのソースの名前でこちらでは沢山の種類があります．マルガリ－タを飲みながらコーンチップスにのせて食べると大変うまい．通常コリアンダー（タイ料理などによく使われている）と言う草が入っています．これが苦手なのですが，入っていないのを見つけました．ときどきマルガリータミックス（アルコールは入っていない）にテキーラを入れて簡易マルガリータを作りやっています（Food写真参照）．

食材は概して大変安い．だいたい日本の半分くらいと思えばよいと思います．「玉錦」という大変おいしいカリフォルニア米が６．８キログラムで＄１２，日本では１０キログラム￥５０００（＄４０）くらいと比べれば分かると思います．衣類も日本に比べて安いと思います．その分住居費が高い．重要な指数であるアルコールは国産（アメリカ産）のビールやワインが日本の半分以下ですが，輸入品は日本とほとんど変わりません．

[6]　ファーストネームのこと

　映画でもよく親しい人同士ではファーストネームで呼び合っているのを知っていると思います．こちらでは電子メールは勿論，かなり公式の手紙でも”Hi Shigeichi”で始まります．旅行者なら気になりませんが，住んでみるとやはり違うなと痛感します．同じ研究室の相棒(PhD student)は”Tony”と紹介されました．中国出身で長い間姓は知らず（呼ぶ必要がない），夏休みに入ってインターンでサンフランシスコに行く時に初めてTony Leeと言うことを知りました．向いの部屋にはVictor Linという学生がいます．我々と同じアジア系ですよ．

　親しみをこめてと言うよりこれは単なる習慣だと思います．レンタカー会社のフロントも”Yukoでーす”，保険会社の担当者も”Yukariです”といって電話がかかります．北新地のママからの電話かと勘違いします．

　先日家内が膝のリハビリでＵＣＬＡのメディカルセンターに行きましたが，その訓練指示書の宛名もFor Keikoです（こちらではKeikoを”キーコ”と発音するようです）．生協で本を注文した際，顔見知りになった若い担当者はBook cornerで会うたびに”Hi Shigeichi !”と声をかけてきますから気分が悪い．そこで，映画”007”にちなんでJamesと名乗ろうかと思いましたが，普及していません．唯一，橘君からの郵便で”James Hirasawa”でアパートに届きました（が，考えて見るとこちらは名前は見ずにアパートの部屋番号で配達するのです．以前301号室に住んでいた人宛の手紙が一杯郵便受けに入ります）．ちなみに，ＭＳＮメッセンジャーにはニックネームが登録出来るので，早速Jamesで登録しようと思いました． Jamesは勿論登録済みでした．しかし世の中には不埒な考えの人が多いらしく， 007Jamesでもダメ， James007でもダメ， James00742かJames00753ではどうかと言ってきたのでやめました．

　そんなわけで，アパートの木に住んでいるリスの名はAnthony，他にもしっぽの細いリスはVictor，元気のいいのはMonicaなどとファーストネームで呼んでいるのです．

　詰まらないことを長々書いてしまいました．今日は買い物に行きたいと言っていましたのでそろそろ帰ります．先ほど書いた「玉錦」が土日の売り出しで＄８．５なのだそうです．

（ここまで７月６日．続きは次の土曜日に）

